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教育委員会議事録  

日 時 平成31年１月28日（月）午後２時00分～午後３時38分 

場 所 教育委員会室  

出 席 委 員 教 育 長 井 出  隆 安 
 
委 員 對 馬  初 音 

 委 員 久保田 福美  
 
委 員 伊井 希志子  

 委 員 折井 麻美子  
 

  

出 席 説 明 員 事 務 局 次 長 田 中   哲 
 教育企画担当部長 

教育人事企画課長 白 石  高 士 

 学 校 整 備 
担 当 部 長 

中 村  一 郎 
 生涯学習担当部長 
中央図書館長  

鈴 木  雄 一 

 庶 務 課 長 都 筑  公 嗣 

 

学 務 課 長 髙 山   靖 

 
特 別 支 援 
教 育 課 長 阿 部  吉 成 

 

学校支援課長  髙 沢  正 則 

 学校整備課長  渡 邊  秀 則 

 
学 校 整 備 
担 当 課 長 

岡 部  義 雄 

 
生 涯 学 習  
推 進 課 長 

本 橋  宏 己 

 
済美教育センター 
所 長 

平 﨑  一 美 

 
済美教育センター 
統括指導主事  

寺 本  英 雄 

 
済美教育センター 
統括指導主事  

古 林  香 苗 

 
済美教育センター 
就 学 前 教 育  
担 当 課 長 

東 口  孝 正 

 

中央図書館次長 加 藤  貴 幸 

 副 参 事 
（子どもの居場所づくり担当） 倉 島  恭 一 

 
  

 
事 務 局 職 員 

 
庶 務 係 長 佐 藤  守  法 規 担 当 係 長 岩 田  晃 司 

 担 当 書 記 小 野  謙 二    

傍 聴 者 １名      
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会議に付した事件  

 

（議案） 

  議案第３号 杉並区学校教育職員の給与に関する条例の一部を改正す

る条例 

  議案第４号  平成30年度杉並区一般会計補正予算（第４号）  

  議案第５号  平成31年度杉並区一般会計予算  

 

（報告事項）  

  （１）（仮称）高円寺学園の通学区域の指定等について  

  （２）平成30年度「すぎなみ教育シンポジウム」の実施報告について  

  （３）平成30年度「地域学校協働活動」推進に係る文部科学大臣表彰

について 

  （４）杉並区教育委員会共催・後援名義使用承認について  

  （５）平成30年度学力等調査の結果について  

  （６）平成30年度体力等調査の結果について  

  （７）「平成30年度杉並区立図書館運営状況報告書」について  
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教育長  ただいまから平成 31年度第２回杉並区教育委員会定例会を開催

いたします。 

  本日の会議について、事務局より説明をお願いいたします。  

庶務課長  本日の議事録の署名委員につきましては、教育長より事前に久

保田委員との指名がございましたので、よろしくお願いいたします。  

  続きまして、本日の議事日程についてでございますが、事前にご案内

のとおり、議案３件、報告事項７件を予定しております。  

  以上でございます。  

教育長  それでは、本日の議事に入りますが、本日の議案３件につきまし

ては、いずれも区の意思形成過程上の案件となっております。したがい

まして、地方教育行政の組織及び運営に関する法律第 14条第７項の規定

により、審議を非公開としたいと思いますが、異議 はございませんか。 

（「異議なし」の声）  

教育長  異議はございませんので、そのようにいたします。  

  それでは、まず報告事項の聴取を行いますので、事務局より説明をお

願いいたします。  

庶務課長  それでは、報告事項１番「（仮称）高円寺学園の通学区域の指

定等について」、学務課長からご説明申し上げます。  

学務課長  私から「（仮称）高円寺学園の通学区域の指定等について」、

ご報告させていただきます。平成32年４月に開校予定の（仮称）高円寺

学園、施設一体型小中一貫校教育校について、通学区域の素案を昨年７

月の 第 29回高円寺地域 における 新しい学校づくり懇談会で 提示をした

ところです。その後、保護者説明会等で意見聴取した意見等を踏まえ、

この度新たな指定通学区域及び特例措置の案をまとめましたので、ご報

告させていただきます。  

  まず、その指定に当たる基本的な考え方については１番目に書いてあ

りますけれども、小中一貫校教育のさらなる推進に資する観点からとい

うことで、保護者、学校関係者の意見を踏まえて整理をしていくという

ことです。その他、「平成28年度以降の児童・生徒の就学実態を考慮す

る」というようなことを挙げております。  

  実際の指定通学区域ですけれども、この杉並第四小及び杉並第八小学

校の通学区域をあわせた区域にするということで案を考えております。

決定の時期ですけれども、平成 31年６月に決定する予定でございます。  
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  この※印に書かせていただいておりますけれども、平成 28年に開始し

た通学区域の特例措置を基本として新たに指定した通学区域にあわせた

形でしていくということ、新校開校後３年間の就学実態だとか隣接校の

児童・生徒数、学級数の検証をその後も行っていくということでござい

ます。４番目に書いてあります特例措置の案ですけれども、これは別紙

に書いてございます。  

  こちらの杉八小の南側のＢ地域、それと杉並第三小学校のＣ地域とい

われるところが、今回の指定に当たって中学校が変わったりとか、それ

から小学校も新しい杉並第八小学校がなくなりますので、高円寺小学校、

新しい学校に行くというところで、そちらの内容にあわせた形で、それ

ぞれ中学に上がるときに、高円寺中学校を指定されている場合に高南中

学校に行くだとか、それから高南中学校を指定されているところでも高

円寺中学校へ大丈夫ですよと。  

  それから、新入学の児童については、この高円寺小学校、高円寺中学

校だけではなくて、ここに書いてある最初のところは、杉並第三小学校

だとか第六小学校、それから第十小学校、そんなところにも配慮をして

いきますということで、これは、今までの考え方に基づいた新たな指定

区域の実態に合わせて、こういった考え方で整理させてもらいました。  

  今回、新しくしたのが下に２つありますけれども、この第八小学校Ａ

２とＢといわれる地域ですけれども、こちらの在校生について、開校に

当たってそのまま高円寺学園に行っていいかどうかということで、意思

確認を含めて杉並第三小学校だとか第六小学校、第十小学校に行きたい

と、そんなところにも配慮していきたいと。さらにこの杉並第四小、第

八小学校に今、指定校変更とかで特色ある学校づくりで小学校に入って

いるお子さんが中学に上がるときになったら、例えば指定されている地

域、例えば阿佐ヶ谷中学校に行ってくださいということではなく、小学

校で学んでいるのであれば、小中一貫校教育という観点でそのままその

指定区域外から来ているお子さんも高円寺中学校に行けるというところ

の配慮をしたところの２点が新しいところになっています。  

  こういった特例措置を設けて、今後進めていきますけれども、今後の

スケジュールは、２月２日に保護者説明会を開催します。午前、午後と。

その後、２月下旬の文教委員会でこちらの内容を報告させていただいて、

６月第２回定例会、こちらで学校設置条例の改正、それから指定通学区
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域の規則改正というところで、平成 32年４月の高円寺学園開校といった

ところを進めていければと考えているところです。  

  私からの報告は以上です。  

庶務課長  それではただいまの説明につきまして、ご意見、ご質問等がご

ざいましたらお願い申し上げます。 

對馬委員  この地図というか略図みたいのを見ると、このＣ地域の方は杉

並第三小学校、高南中学校の現行の指定校ということです。ただ、この

地図を見ていると高円寺中学校に大変近い位置にありますが、このあた

りは、現在通っていらっしゃる方、あるいはこの地域の方々などは、ど

んなご意見があるのでしょうか。  

学務課長  Ｃ地域というのは、この線路を挟んですぐ北側に新しい高円寺

学園ができるというところで、すごく影響がある地域だということで私

どもも認識して、これまで保護者説明会だとか学校関係者に説明してき

たところです。今は、高円寺中学校はこの赤い部分で囲われていますの

で、このエリア、北側、南側ということですっきりと中学校が分かれて

いたのですけれども、そういった意味では、この南側に行っていただく

ということで、いろいろ配慮しなければいけない。  

  小学校自体の規模も、今後どういう形で推移していくかということを

考慮しなければいけないということで、この間、保護者、それから先ほ

ど申し上げました学校関係者の方に丁寧に説明して、今後の実態の推移

も見ながら、それから特例措置の中で、やはり高南中学校ということだ

けではなく高円寺中学校にも行けるような形の配慮をしてほしいという

こともありましたので、総合的にいろいろ判断して進めていきますし、

今後も慎重にそういったところの状況を見守っていきたいと思っており

ます。 

庶務課長  ほかにいかがでしょうか。よろしいでしょうか。  

  それではないようですので、報告事項１番につきましては以上とさせ

ていただきます。  

  それでは続きまして、報告事項２番「平成30年度『すぎなみ教育シン

ポジウム』の実施報告について」、学校支援課長からご説明申し上げま

す。 

学校支援課長  私からは、「平成30年度『すぎなみ教育シンポジウム』の

実施報告について」ご報告をさせていただきます。平成 30年 12月 15日土
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曜日、高井戸地域区民センター体育室で実施させていただいた「すぎな

み教育シンポジウム」でございます。テーマにつきましては、「『持続

可能性』×『多様性』～みんなで描く、これからの杉並の教育～」とい

うことで、来場者数は 196名、進行につきましては井出教育長の進行の

もと、成田先生、福田先生、岡嶋さん。これが第１部のシンポジウムで

ございました。  

  ２部に移りまして、グループワークということで、成田先生の司会進

行のもと、「みんなで話そう！考えよう！」ということで開催をさせてい

ただいた次第でございます。  

  テーマにつきましては、今回のシンポジウムでは教育ビジョンで掲げ

る５つの「育みたい力」の中で、特に「他者の存在を認め、多様な関係

を結ぶ力」と「持続可能な社会を目指し、時代を共に支えていく力」を

育む教育とは何かを考えるために設定をさせていただいた２つの視点で

ございます。 

  第１部のシンポジウムにつきましては、「それぞれの違い（多様性）に

お互いが価値づけをしていくことで、違いを楽しむ力が生まれる」、「持

続可能な地域・社会をつくるには、多世代の人々がつながり認め合い、

学び合うことが大切。学校が様々な人々のつながりの場となっていくこ

とが必要」等のご発言がございました。  

  裏面に行っていただいて、第２部ではグループワーク「みんなで話そ

う！考えよう！」ということで、参加者が３人１組に分かれて、第１部

の話の中のキーワードをもとにそれぞれ意見や考え方を出していただい

たものでございます。その考え方を附箋等に記入させていただいて、当

日、ボードに貼り出して、100枚ぐらい、それぞれの方がボードに貼りつ

けていただいた次第でございます。  

  アンケート集計の結果は記載のとおりでございますけれども、約９割

が肯定的なご意見でございました。「『持続可能性』と『多様性』は現代

社会と教育における大きな課題であることを再認識した」とか、あるい

は「今後も自分の中の問をしっかり深めていこうと思った」とか、ある

いは「『自ら問を立てることが大切である』『子どもは悩みながら成長す

る』ことを学びました。子どもと向き合う日々の中に活かしていきたい」

とか、そういった様々肯定的なご意見でございました。一部、ハード的

な、いわゆる音が少し、体育室なので限界もあるのですけれども、そこ
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のマイクの音がなかなかうまく拾えていなかったといったご要望もござ

いました。 

  当初の目的であった教育シンポジウムについては、テーマについて答

えを出すのではなくて、参加者が様々な人の意見にふれることで自分は

どう考えるか、どうしていきたいかを考えるきっかけとなることを目的

としておりますので、当初の目的は達成できたかなと。グループワーク

の様子、あるいは100枚を超える附箋、それから来場者アンケートの結果

から、テーマへの理解が促進され、新たな視点、気づきなどを得る機会

となったことが伺えたと認識しております。  

  私からは以上でございます。  

庶務課長  それでは、ただいまの説明につきまして、ご意見、ご質問がご

ざいましたらお願いをいたします。  

伊井委員  当日、私も参加させていただいたのですけれども、大変、時代

を先取りするようなテーマで、第１部も充実したお話を伺うことができ

て、私自身もとてもありがたかったなと思っております。  

  とても考えさせられたことが、２部の話し合いのところでグループの

人とお話ししたときに、私はグループに入れさせていただいて、いろい

ろなところから集まっている方とお話ししたのですけれども、お１人、

沓掛の地区から、今、本当に子育てをしていらっしゃる方が３人の中に

いらして、「今日はお子さんをご主人に預けて来た」と。このテーマの

題名を見て、「学校には支援本部やCSがあるけれども、自分がなかなか

内容についても全部わかってはいないし、こういう機会に是非勉強させ

てもらおうと思って来た」とおっしゃっていてびっくりしました。 

  やはりこういうことを開くことによって、いろいろなきっかけづくり

ということがここに書いてありますけれども、そのテーマの置き方とか

そういうことで、毎年毎年やっているけれども、また、こうした地道な

積み重ねによって、保護者の方への呼びかけが通じることがあるのだな

と思って、とてもうれしく思いました。  

  思わずそこの支援本部のコーディネーターの方もみえていたのでご紹

介させていただいたのですけれども、やはり保護者の方が当事者になる

瞬間というか、そういうところに同席させていただいて、私自身、すご

く刺激を受けたなと思っております。ありがとうございました。  

学校支援課長  ありがとうございます。アンケートの中にも、また是非こ
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ういう形でやっていただきたいという意見も複数ございました。  

伊井委員  すみません。もう１つ、これは何かホームページとかで、結果

とかこういう様子でしたというのは見られるのでしたか。 

学校支援課長  現在、報告書にまとめておりますが、それができ次第、ま

たお知らせいたします。 

伊井委員  それは支援本部に行くのですか。 

学校支援課長  全校にお配りしたいなと思っています。  

折井委員  それをまた ご覧 になって興味を持たれる方もあるか なと 思 う

ので、よろしくお願いいたします。 

久保田委員  私もシンポジウムに参加しまして、後半のグループにも入り

まして、実際に目の前というか、顔をつき合わせていろいろなお話がで

きて、今でもよかったなと思っております。区内の中学校の支援本部の

方、そして実際に区内の小・中学校と、まさに我が子を育ててきながら

という経験をお持ちの方を含めてお話ができたのが、すごくありがたか

ったなと思っています。実際こんなふうにして、学校という範囲だけで

はなくてより広い範囲で、やはりいろいろな人がお互いにかかわったり、

あるいは話し合ったり、あるいは顔をお互いにつなげていく、こういっ

たつながり、かかわりの機会というのをこれから設けていくことがとて

も大切ではないかなということを改めて強く思いました。これからも是

非よろしくお願いしたいと思います。ありがとうございました。  

對馬委員  私も参加したのですけれども、第１部で成田先生と福田先生が

出て、岡嶋さんという若い女性が参加されました。私も彼女を小中学生

のころから知っているのですが、やはり彼女のことを子どものころから

知っている人は何人もいらしていて、やはり子どものころ知っていた子

が、ある程度成長して一人前になって舞台の上に立ってくれるというの

は非常に喜ばしいことで、それが地域での子育ての楽しさというのかな、

うちの子だけではなくて、近所のお子さんが成長した姿を見られるのは

大変幸せなことだなと思いました。  

  それから、こちらの報告書にあるように、シンポジウムを知ったきっ

かけというのが「学校や支援本部を通じて」というのが53票、その上に

ある「広報すぎなみ」、「教育報」、「区ホームページ」、「ポスター・

チラシ」が合計すると60票ありまして、学校や支援本部を通じてよりも

ちょっと多いというのは、結構広報活動で来てくれた方が多かったのか
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なと思うと、それもとてもうれしいことだなと感じました。ありがとう

ございました。  

教育長  だんだん教育を取り巻く状況というのは困難 さを増してきてい

るというのは確かなことだと思うのだけれども、それで我々は手をこま

ねいているわけにもいかないので、何かどこかに活路を見出していくと

いうことをやらなければいけないわけですね。そういうときに絶対にと

らないほうがいい方法は、「由らしむべし知らしむべからず」という発

想です。要するにお上がやるのではなくて、答えは現場にある、あるい

は答えは平場にあると。その答えはどこか理想的な何かが用意されてい

るわけではなくて、話し合いをしたりやりとりをする中で見えてくるも

のもあれば、相も変わらずよくわからないけれども、何となくそういう

ことかなと納得することもあるだろうし、いずれにしても、こういうふ

うにすればこうなりますからこうやってくださいという 取 組 ではなく

て、試行錯誤したり疑問を出し合ったりする中で、かかわった人がみず

から答えらしいものを見出していくということが一番大事だと思うの

です。特に今はね。  

  だからそういう意味では、この間、ずっと続けてきているこのシンポ

ジウムが、それをすることによって何があったのと言われても、何があ

りましたということはほとんどないと思うのだけれども、これをやるこ

とによって、それぞれ参加した人が持ち帰ってもらったものはたくさん

あると思うのですよ。そういうことを繰り返し繰り返し続けていくこと

が、共通理解というかみんなの合意を形成していくよりどころになるわ

けだし、また新しい課題が生まれてきたときに、じゃあどうするという

とっかかりにもなっていくわけなので、是非大変ではあるけれども、い

ろいろな人の話を聞く、とにかく言いたいことを言うというだけでなく

人の言うことを聞いて、そこから何かを考えていくという機会はやはり

用意していく必要があるし、できれば年に１回だけではなくて、いろい

ろなところでこういう話をしていくことができるといいと思うのです。  

  そういうふうに考えると、学校運営協議会のメンバーが集まっていろ

いろな話し合いをしていますね。生徒と話し合いをして、今、困ってい

ることは何というようなことで、ヒアリングというと聞こえはいいけれ

ども、要するにいろいろな愚痴を聞いてあげたり、不安を聞いてあげた

りすることもやっているし、それから PTAとかは、学校支援本部で地域の
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方が集まってああでもないこうでもないと言っている中で、だったらそ

れを学校に話してみたらとか、それだったらこうすればいいのにという

いろいろな情報が交換されて、自分たち自身で何か解決の方向性を見出

していくこともできるわけで、人が集まって何かを交換し合う場を大事

にしていくことを改めて思いました。そういうときにできあいの答えで

はなくて、昔子どもだった人が目の前にいてくれると、なるほど、こう

いうふうになるのねというモデルにもなるわけで、そういう意味では、

岡嶋さんの「私は小学校、中学校も杉並です」という話から始まると、

聞いている人は安心しますよね。逆にこれからもっとやらなければいけ

ないことは、じゃあ、そういうみんなの前で話ができる人ばかりをモデ

ルにするかというとそうではなくて、つまずいた経験のある人や、今、

困っている人や、そんな人にも出てきてもらって話をするというのも大

事だし、いろいろな工夫の仕方があろうかなと思いました。  

庶務課長  ほかにはよろしいでしょうか。それではないようですので、報

告事項２番につきましては以上とさせていただきます。  

  それでは続きまして、報告事項３番「平成30年度『地域学校協働活動』

推進に係る文部科学大臣表彰について」、引き続き学校支援課長からご説

明申し上げます。  

学校支援課長  「平成30年度『地域学校協働活動』推進に係る文部科学大

臣表彰について」、ご報告させていただきます。松庵小学校学校支援本

部「あん子応援団」が、平成30年度「地域学校協働活動」推進に係る文

部科学大臣表彰を受賞いたしました。杉並区では、おかげさまで昨年の

富士見丘中学校に次いで７校目ということでございます。今回は、全国

の代表で直接文部科学大臣から表彰状の贈呈が中心者の鎌田あつ子 さ

んにございました。  

  評価された取組の内容でございます。記載のとおり、教育活動や学校

運営をサポートする応援団として平成 21年に設立され、「子どもたちの

学校生活の充実発展のために」という共通目標のもと、ボランティアチ

ームを統括し、「授業支援」・「学校生活応援」・「課外活動運営」の

３つの事業を柱として、学校運営を支援する教育活動を推進しておりま

す。 

  主な具体的な取組は、１つは「科学の祭典」ということで、伝統にな

っております。それから「学校生活応援事業」ということで、ボランテ



 

 12 

ィアの登録については、200名以上の登録がございます。さらには「ワイ

ワイキャンプ」という課外活動事業ということで、これも20年以上続く

事業で、防災のワークショップ等で地域の防災力の一助になっておりま

す。 

  文部科学省の表彰の中で、平成 30年度、全国で96団体のうち、東京都

ではたったの５団体ということで、毎年いただいているので簡単にいた

だけるものかと思っているところ、国からも都からも「これは大変な賞

なのです。そんなに簡単に受けられる賞ではございません」ということ

で、あえて杉並区の場合はそんなお話もいただきました。  

  杉並区では、これまで平成23年、井草中学校、そして24年、杉並第一

小学校、25年、桃井第四小学校、平成26年、三谷小学校、平成27年、天

沼小学校、平成29年、富士見丘中学校で、今般、平成30年度の松庵小学

校、７校目でございます。  

  私からは以上です。  

庶務課長  それでは、ただいまの説明につきまして、ご意見、ご質問がご

ざいましたらお願いいたします。  

久保田委員  松庵小学校が表彰されたということで、本当にうれしく思っ

ています。たまたま、私、昨年の秋に松庵小学校の CSの研修会に呼ばれ

まして話をしてきたのですが、そのときに CSの方、そして支援本部の方、

地域の方と一緒に、限られた時間ではあったのですが、いろいろな話が

できたのが本当に今でもよかったなと思っているところです。  

  間違いなく支援本部の方々が松庵小学校のいろいろな活動の中心にい

るということも理屈抜きによくわかりましたし、こういった杉並の各地

区、各学校で取り組んでいる、その中心に支援本部があるということで、

これからもこういったことをどんどんほかの学校地区にも広げていけれ

ば、また鼓舞していければいいなと思った次第です。よろしくお願いし

ます。 

学校支援課長  ありがとうございます。こういった取組について、校長会

等でも発信をさせていただいて、是非次に続く取組をということで各学

校にはお願いしている、そんな状況でございます。  

折井委員  今、久保田委員の広報もというお話しで思ったのですが、恐ら

く松庵小では、学校のすぐそばにある掲示板にはきっと貼り出すのでし

ょうか。 
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学校支援課長  掲示板もそうなのですけれども、入った真っ正面にプレー

トみたいなものをつくっていただいて、誰が来ても文科大臣表彰を受け

たのだなというのがわかる形になっています。  

折井委員  そうなのですか。杉並区、いろいろな教育のすぐれた活動があ

って、また、もしかしたら先ほど手を挙げればよかったのかもしれない

のですが、「すぎなみ教育シンポジウム」についても広報の効果が出て

きているということのようなのですけれども、ふと思ったのが、私、自

分の息子が通っていない学校の前を通って通勤しているのですね。かな

りの頻度でその掲示を見ているのですね。私だけなのかなと思いました

ら、意外と近隣の方は見ていらっしゃるのですね。なので、どちらにと

かではないですけれども、目の前にせっかく掲示をする場所があって、

当然何でも貼るわけにはいきませんけれども、重要なこういった教育シ

ンポジウムなんか年に１回だけあるものですとか、そういったものに関

しては、広く学校関係者ではない方にも見ていただきやすい環境でお知

らせいただけると。正直、すみませんが、私自身もあまりホームページ

というものをわざわざ見ません。なので、パッと通りがかりにある掲示

板ですとかを有効利用してもらえるといいかなと思います。  

  今まで学校に何の関係もなかった方も、そこの近所のところにやって

きて、一般参加が大丈夫とわかると、もしかしたら今までの学校支援本

部ですとか、学校にかかわっていなかった新しい方たちに参入してきて

いただけたり、もしくは高校生、大学生の、通学しているほかのお子さ

んを見る機会があるのかなと思いました。なので、こういったシンポジ

ウムもそうですし、「CSの委員を募集しています。若者大歓迎」といっ

たようなこともあわせて掲示板を結構、本当に活用している学校もあれ

ば、寂しい学校もあるのですね。学校だよりだけが貼られている某小学

校のようなところもあれば、本当に楽しく力を入れているところもある

ので、掲示板を有効活用していただけたらいいかなと思いました。  

学校支援課長  ありがとうございます。今、ありがたいご提案をいただき

ましたので、学校掲示板はもとより町会の掲示板などもしっかり検討し

てまいります。  

庶務課長  ほかにはよろしいでしょうか。それでは報告事項３番につきま

しては以上とさせていただきます。  

  それでは、報告事項４番「杉並区教育委員会共催後援名義使用承認に
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ついて」、生涯学習推進課長からご説明申し上げます。 

生涯学習推進課長  私からは平成 30年 12月承認分の教育委員会共催後援

名義使用承認について、ご報告をいたします。 12月分の合計ですが、全

体で15件でございます。定例、新規の内訳は、定例が14件、新規が１件

でございます。共催、後援の内訳は、共催が３件、後援が 12件でござい

ます。 

  新規の１件でございますが、５ページをご覧ください。新規の後援で、

団体名が朝日学生新聞社、都内西部朝日会杉並・中野ブロック。事業名

が、「教育講演会『国語の力をつけるには』」でございます。  

  私からは以上です。  

庶務課長  それではただいまの説明につきまして、ご意見、ご質問がござ

いましたらお願いいたします。  

伊井委員  今、ご報告のありました、新規のセシオン杉並でありました「国

語の力をつけるには」は、対象は大人の方でしょうか。  

学校支援課長  対象は小学生の保護者ですね。定員 100名で、申し込み自

体は 160を超えていたということです。ものすごく他区でも人気のある

取組だということで、今般、杉並でも開催させていただいた、こういっ

た次第です。 

伊井委員  19日ということは、もう既に実施されたということでございま

すね。 

学校支援課長  そうです。  

伊井委員  大盛況だったのですね。 

学校支援課長  大盛況でした。 

庶務課長  ほか、いかがでしょうか。よろしいでしょうか。それでは報告

事項４番につきましては、以上とさせていただきます。  

  それでは、報告事項５番「平成 30年度学力等調査の結果について」、済

美教育センター統括指導主事からご説明申し上げます  

統括指導主事（古林） 私からは「平成30年度学力等調査の結果について」、

ご報告させていただきます。  

  まず、資料表面の国の学力・学習状況調査についてです。調査の目的

は資料に記載のとおりです。対象は、小学校第６学年、中学校第３学年

となっております。調査の内容ですけれども、教科に関する調査として、

国語、算数・数学については、「主として知識に関する問題」をＡ問題、
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「主として活用に関する問題」をＢ問題として、分けて調査を行ってお

ります。 

  今年度は３年に一度実施する理科の調査も行われましたが、理科は、

知識に関する問題と活用に関する問題が一体的に出題されております。 

  また、質問紙調査も実施いたしました。これは、平成30年４月17日に

実施いたしました。  

  教科に関する調査の結果についてですが、杉並区公立小・中学校の平

均正答率は、調査した全ての教科において、全国、東京都の公立の小・

中学校の平均正答率を上回っておりました。  

  続きまして、資料裏面をご覧ください。東京都教育委員会の児童・生

徒の学力向上を図るための調査について、ご報告させていただきます。

こちらも目的については資料をご覧ください。対象は、小学校第５学年、

中学校第２学年です。  

  内容ですけれども、学力向上を図るための調査として、国語、社会、

算数・数学、理科。中学校については、これに加え英語を行いました。  

  質問紙調査も行いました。こちらは平成 30年７月５日に実施いたしま

した。こちらも先ほどの調査と同様に、杉並区公立小・中学校の平均正

答率ですけれども、全教科において東京都公立小・中学校の平均正答率

を上回っておりました。  

  両調査の結果を踏まえた課題と今後の取組についてです。今回の調査

結果を通して、小学校算数の「分数の大きさの理解」ですとか、中学校

国語の「語句の意味を理解し、文脈の中で適切に使うこと」など、基礎

的・基本的な事項の定着についても一部課題が見られました。今回の課

題を含め、基礎的・基本的な事項の確実な定着を図るためには、学校に

おいては日々の授業の中で知識・技能等の確実な定着を図るとともに、

放課後や長期休業期間の補修パワーアップ教室において、つまずきや学

び残しの解消を目指した学習支援を行い、改善を図ってまいります。  

  また、小学校社会の「複数の資料をもとに理由を推論すること」、中学

校数学での「事象を解釈し、解決の方法を数学的に説明すること」など、

身につけた知識・技能を活用する力の育成にも課題が見られました。学

校においては、ICT機器の有効活用を含め、新学習指導要領の趣旨に基づ

く「主体的・対話的で深い学び」への授業転換を通して、児童・生徒の

思考力・判断力・表現力等の育成を図ってまいります。  
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  教育委員会においては、学校訪問ですとか校内研究の機会を通じてこ

うした学校の取組を支援していくとともに、教員研修の充実を図り、教

員の授業力向上を支援していきたいと考えております。  

  ご報告は以上です。  

庶務課長  それでは、ただいまの説明につきまして、ご意見、ご質問がご

ざいましたらお願いをいたします。いかがでしょうか。  

教育長  この学力調査の結果については、もう少し克明な分析をしていく

必要があるし、それぞれの課題に応じた取組の仕方も変わってくるだろ

うと思うのですが、こういった調査の結果をどういうふうに見ていくか

ということについては、学校全体で共通理解していく必要があると思う

のです。 

  また、よく言われているような１点上がったとか３点下がったとか、

そういうことが問題なのではなくて、どのあたりに問題があるのか。そ

れには、学力の傾向というのはどういうところにあるのか。例えば、区

の学力調査でいったら、Ｒ１、Ｒ２に見るような、よく理解できていな

い層が多いようであれば、それは当然それなりの手当てをしなくてはい

けないわけで、その辺のことは各学校によって事情が違うので、是非、

データに基づいて各校の取り組むべき課題を明らかにしていっていただ

きたいと思います。  

  小中一貫校教育のあり方についていろいろ議論はされていて、我々も

検証を進めているところですけれども、今後この辺のことが顕著に出て

くるだろうと思われるのは、英語なのですね。小学校英語が教科化され

て、それが中学にどうつながっていくのかと考えたときに、この間、例

えば算数・数学のつながりなどを特に済美教育センターでは重視して、

小学校の段階から数学的な物の見方や考え方を伸ばしていき、授業の形

態もそういったことを意識しながら中学につなげてきました。 

  中学は、小学校での成果を食い潰さないような伸びしろのある指導を

展開していく必要がある。これはかなり合意が形成されて、小学校・中

学校が意図的に連携して、成果が出てきていると私は思います。幾つか

データがあるので、それはまた必要であればどこかで提示していく必要

があるのかと思いますけれども。  

  そういうふうに小学校で丁寧に教えていった結果、それもやみくもに

１点、２点の学力が伸びるか伸びないかということではなくて、どこが
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わからなくてどこをどうすればいいのかということをお互いに理解して、

その点をしっかり支えていくことによって成果が中学に行って実を結ん

でいく。そうなると、英語も今後、多分そういう取組が必要になってく

ると思うのですよ。既にやっているわけだけれども、そうなったときに、

小学校における英語の指導体制を今後どうしてしていくのかということ

はかなり切実になってきて、地域の方や保護者の方々の質問が多くなっ

ていますよね。  

  この間、小学校のPTAの役員との懇談の中でも、小学校英語の指導体制

と指導内容はどうなっているのかという質問を受けました。こうこうこ

うしてという話の中で、杉並としては、入門の段階においてはALTを中心

に、そして、学年が上がるにつれて、いわゆる教科としての指導をでき

る人に移っていって、最終的にはまた ALTを活用してどこまで英語が身に

ついたかということを確かめることができるような、そんな組み立てを

していきますという話をしたところなのですが、中学２年の英語が非常

に高い数値が出ている。ある中学の先生から、これはやはり小学校で丁

寧に教えてもらった成果が中学に生かされているという話を聞いたので

す。でも、小学校は中学校のためにやっているわけではなくて、小学校

英語には小学校英語に求められる内容と方法と課題があるわけなのです

よね。でも、結果として小学校で丁寧にこぼさないように地道にやって

くれば、そういったものが中学の英語に必ず引き継がれて、一層の発展

を期待することができると、よりどころになるデータであれば、その辺

をもう少し内部資料として整えておく必要もあるかなと思います。  

  ただ成り行きで中学の成績が上がったか下がったかということよりは、

むしろ小学校の外国語活動、それから５、６年の教科化を意識した学習

指導、そしてその成果が中学校の英語科にどういうふうにつながってい

って、どんな状態になっているのか、これは、今後の小中一貫校教育の

あり方などを検討していく上で１つのメルクマールになるかなという気

がしているので、その辺、また分析をしておいていただけるとありがた

いと思います。  

統括指導主事（古林） ありがとうございます。今、教育長がおっしゃっ

た、小学校で丁寧にやってくれたおかげだということ、本当に小学校と

しては、新学習指導要領実施に向けて試行錯誤しながら取り組んでいる

中でそういうふうに言ってもらえるのは、すごくうれしいことで自信に
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もつながると思うので、そういう声も返していきながら、先ほどおっし

ゃっていただいたように、内部としてしっかり根拠を持った資料ですと

かバックボーンを持って、これからも研修等の充実に努めてまいります。 

庶務課長  ほかいかがでしょうか。よろしいでしょうか。それでは報告事

項５番につきましては以上とさせていただきます。  

  それでは、報告事項６番「平成 30年度体力等調査の結果について」、

済美教育センター統括指導主事からご説明申し上げます。 

統括指導主事（寺本） 私からは「平成30年度体力等調査の結果について」、

ご報告をさせていただきます。本調査は、児童・生徒の体力・運動能力

及び生活運動習慣等の実態を把握・分析する、東京都教育委員会による

調査です。調査の目的、調査対象、内容、実施時期は資料にあるとおり

でございます。  

  次に、調査結果の概要についてご説明をいたします。男女別に各学年

の体力合計平均値を東京都と比較して示してあります。また、別紙には、

各種目の平均値の比較表を示しております。  

  杉並区公立の小・中学生男子の体力合計点平均値は、小学校の第１、

３、５学年を除き、東京都を上回っております。全体といたしましては、

東京都の数字とほぼ同値と捉えることができます。杉並区公立の小・中

学生女子の体力合計点平均値は、小学校の第１学年から第３学年、及び

第５学年を除き東京都を上回っておりますが、男子と同様に全体として

は東京都の数値とほぼ同値と捉えることができます。  

  最後に課題と今後の取組についてです。今回の調査結果を通して、別

紙資料にもありますように、反復横跳びや長座体前屈の調査種目におい

て東京都の平均値を下回り、柔軟性や敏捷性に課題が見られました。こ

の課題を含め、バランスよく体力を高めていくために、体づくり運動を

中心とした体育科の授業に多様な運動遊びや運動を取り入れるともに、

１校１取組を継続して実施して、学校生活における運動の日常化を図る

など、体力向上に向けた取組を工夫・改善していきます。  

  また、学校におきましては、養護教諭が栄養士、外部人材の専門性を

取組に生かすとともに、保護者と連携した食育、健康教育をさらに充実

させて、総合的な体力の向上を図っていきます。教育委員会におきまし

ては、体力づくり教室や長縄グランプリを実施するとともに、全区立学

校で実施するオリンピック・パラリンピック教育、体力向上センター校、
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及び杉並教育研究会と連携した授業公開や、指導事例資料の情報発信を

通して、各学校の体力向上の取組を支援してまいります。  

  私からの報告は以上となります。  

庶務課長  それでは、ただいまの説明につきまして、ご意見、ご質問がご

ざいましたらお願いいたします。  

對馬委員  原っぱとかもそんなに多くはない環境上、ある程度いたし方な

い部分もあるかと思うのですけれども、例えば、長座体前屈というのは

普通にお布団の上とかでもできるものだと思うので、学校の体育の時間

とか、私たちのころだと、週に１回だったか覚えていないのですけれど

も、朝礼とかのときにみんなでラジオ体操をやったりとか、そういうこ

とも習慣的にやっていたのですけれども、例えばこういうお家でできる

ようなことを家族でやるということも 学 校 が 呼びかけることでは本当

はないのかもしれないのですが、そういう呼びかけなどもあったりする

と、もしかしたら取り組んでいただけたりするのかなと思いました。  

統括指導主事（寺本） まずはこの体力調査の結果は、学校票とともに各

個人の個票がございますので、それをそれぞれ家庭に返しているという

ことを考えますと、やはり子どもに返すだけではなくて、そこに出てい

る課題等もやはり家庭にしっかりと伝えて、その取組の例も伝えていく

必要はあると考えております。そのように進めていきたいと思っており

ます。 

伊井委員  この体力の数値的にはほとんど大きな違いはないので、数値と

いうよりも子どもたちが自分の体を使っていくこと と 意識とが どうい

うふうにつながっていくかというのは、多分理屈ではなくて小さいころ

からの経験値によるところがすごく大きいと思うのですね。  

  今、對島委員がおっしゃったように、その家庭の考え方とかもやはり

提案していくのも１つですし、周りの環境が難しいので、日ごろより外

で遊んでということもなかなかないと思うのですけれども、思わぬこと

ができなかったりとか、それから大人の方も含めて、自分もそうだった

のですけれども思わぬことで怪我をしたりとか、そういうことが何とな

く以前よりも見受けられるような気がする。何の裏づけもない発言なの

ですけれども。なので、今の子、大丈夫かなというのはいろいろな大人

が言っていることですけれども、数値だけではなくて、子どもの傾向み

たいな、こんなときにこんな傾向があるというようなこととか、あと、
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保護者の方にも子どもを見守っていく観点みたいなものは、先生方が、

例えば数字的に気になることがあれば、何かの折にはやりとりできるよ

うな環境もあるといいのかなと、あまり具体的な話ではないですけれど

も。 

  健康寿命ということが今、多く言われるではないですか。それは本当

に子どものときから、学生になってから例えば部活をやるとか、何か運

動にかかわることは好き嫌いもあるので、本当に長い目で見ていくこと

は大変だと思いますが、でも先々、子どもたちの未来に、自分の体を自

分で維持していく、食事も含めてという教育は、幼いころからできると

いいのかなと心から願っています。よろしくお願いします。  

統括指導主事（寺本） 今回、この調査としては「体力等調査」となって

いるのですけれども、やはり体力という言葉だけではなくて、今回も取

組に書かせていただいたとおり、食育であったり健康教育という視点か

らも、やはり学校の中だけにとどめるのではなくて、やはり保護者と連

携して進めていけるように、教育委員会としても周知徹底していく必要

があると考えております。  

庶務課長  ほかにいかがでしょうか。よろしいでしょうか。それでは報告

事項６番につきましては、以上とさせていただきます。  

  それでは、報告事項７番「平成 30年度杉並区立図書館運営状況報告書

について」、中央図書館次長からご説明申し上げます。  

中央図書館次長  私からは、「平成30年度杉並区立図書館運営状況報告書

について」ご報告いたします。資料をご覧ください。まずこの対象です

が、杉並区立図書館13館の平成29年度事業でございます。目的は記載の

とおりでございます。評価の実施方法につきましては、まず利用者満足

度調査ですが、これも毎年行っておりますけれども、これまでは調査実

施対象年度の６月に行った調査をもとに評価するとしておりましたが、

これですと、その評価対象年度が開始後３カ月間のみの評価結果となっ

てしまうということがございますので、今回からは、対象年度が終わっ

て翌年度に入った５月に実施する調査により評価をすることといたし

ました。この結果、既に平成29年６月に実施済みの調査結果と重複する

ことになりますが、その傾向はほぼ同じであったため、この平成 29年の

調査結果につきましては、参考資料といたしました。この調査では、「図

書館の職員について」ほか、３分野13項目につきまして満足度を調査い
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たしまして、この評価では、調査項目のうち主な６つの指標につきまし

て取組状況を比較・分析し、評価を行ったものでございます。  

  ２つ目の評価といたしまして、自己評価を行いました。これは、各図

書館が設定した目標につきまして、取組結果と実績数値に基づく自己評

価を行ったものでございます。  

  次に裏面ですが、３点目で、「杉並区立図書館運営協議会が行う評価」

ということで、これは図書館協議会規則に基づきまして、図書館協議会

がそれぞれの区立図書館の実績に関する資料並びに各館への実地調査、

ヒアリングをもとにしまして、当該年度事業について総括的評価や取組、

目標別評価、運営形態別評価を行いました。  

  さらに４つ目といたしまして「全体評価」ですが、これら３つの評価

結果をもとにしまして、今後の区立図書館の運営サービスの改善・充実

に生かしていくために、中央図書館が運営形態別の取組等の成果や達成

度を比較するなどの評価のまとめを行いました。  

  報告書につきましては、別添の「主なポイント」と報告書のとおりで

ございます。 

  今後のスケジュールですが、平成 31年２月に区議会文教委員会へ報告

するとともに、区の公式ホームページにより公表していく予定でござい

ます。 

  次に「主なポイント」というもう１枚の資料をご覧いただきたいと思

います。こちらの方が、対象は先ほど申し上げた杉並区立図書館 13館の

平成29年度事業ということでございます。  

  次に、利用者満足度調査結果の評価でございますが、こちらの表は抜

粋ということで、この６項目につきまして評価をしたということでござ

います。まず、「職員の対応」と「書架・資料の状態」は80％を超えて高

い満足度の評価となっておりますが、「レファレンス」や「行事」につい

てはやや低いということで、今後、PRに努める、あるいはサービスの利

用率向上に向けた取組が必要であるとしております。また、この主な６

指標による各館の利用者の満足度を比較・分析したところ、全項目につ

いて平均以上の評価を得ていたのは、高井戸、方南の２館で、４項目は

成田、下井草の２館ということですが、高円寺、西荻は全項目が平均に

届かずに、柿木は平均を上回ったのが１項目にとどまる結果となってご

ざいます。 
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  次に、「図書館協議会が行う評価」ですが、中央図書館はセンター館と

して、「サービス基本方針」に基づく取組を主導的に進めてもらいたいと

いうこと。あるいは直営館は、各館とも運営サービスに計画的に取り組

んでおりまして、平成28年度より利用者満足度が上昇した項目がありま

すが、他の運営形態に比べまして全般的に評価が低い傾向にありますの

で、その原因を分析して改善に取り組んでもらいたいという評価でござ

います。また、指定管理館は、利用者満足度調査におきましても高い評

価を受けておりまして、民間のノウハウを生かす等、さらなる満足度の

向上に努めてもらいたいとしております。  

  業務委託館も、利用者満足度調査において高い評価を得ているところ

ですが、前年度と比べましてやや評価の下がった指標もありますので、

適切な対応に努めてもらいたいとしてございます。  

  次に「全体評価」ですが、まず実績数値による評価でございますが、

主な指標別の評価といたしまして、地域館の平均値と運営形態別の平均

値を比較しますと、指定管理館は、９つの指標の全項目が地域館平均値

を上回りましたが、直営館は１つ、業務委託館は４つにとどまってござ

います。 

  裏面でございますが、指標別の傾向としたしましては、「入館者数等」、

これは中央図書館、指定管理館、業務委託館、直営館の順となってござ

います。 

  また、「新規登録者」は中央図書館が最も多く、指定管理館と直営館が

ほぼ並びまして、業務委託館は平均より下回っているという結果でござ

います。 

  「行事」につきましては、回数、参加人数ともに中央図書館、指定管

理館が高い実績を上げてございます。  

  また、ボランティアとの協働による事業回数は、指定管理館、直営館、

中央図書館、業務委託館の順になっておりますが、業務委託館の取組は

昨年度から大幅に増加しておりまして、他の運営形態の館との差は少な

くなってきているということでございます。  

  次に利用者満足度調査結果から見た評価ですが、指定管理館は、どの

指標をとってもおおむね高い評価を得てございます。業務委託館は、平

成28年度の比較で、「職員の対応」や「レファレンス」、「館内展示」、「行

事」で満足度の評価は下がっておりまして、改善が求められます。直営
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館については、前年度と比べまして多くの指標で改善が見られますけれ

ども、まだ他の運営形態に比べまして評価が低いため、引き続き改善に

努めていく必要がございます。  

  次に運営事業管理経費、コストの比較でございますが、こちらの表に

ございますように、１人あたりのコストにつきましては指定管理館が約

464円と一番低く、次に業務委託館が 491円、直営館が約807円、中央図書

館が約1,159円の順に高くなっております。これらの傾向は前年と同様で

ございますが、地域館の中で、直営館よりも指定管理館や業務委託館の

方が効率的な運営が行われておりまして、また、指定管理館と業務委託

館を比べますと、指定管理館の方が運営の効率が図られていると評価で

きるところでございます。  

  最後に今後の方向性でございますが、直営館はボランティアとの協働

などによる事業が多いという特徴がありますので、こうした点を生かし

ながら、可能な限り民間のノウハウを取り入れるなど、指定管理館や業

務委託館と同様の水準まで改善していくことが求められるとしておりま

す。 

  また、図書館を支える人材の計画的な確保・育成も重要ですので、司

書資格を有する職員の確保に努めるとともに、研修プログラムの体系的

な実施によって、向上に引き続き取り組んでいくことが必要としてござ

います。また、施設再編整備計画による中央図書館の改修や、永福図書

館の移転・改築などの改修・改築が予定されておりますので、これらを

機にサービス基本方針に掲げる図書館像の具現化を図っていくことも必

要としてございます。  

  私からは以上でございます。  

庶務課長  それではただいまの説明につきまして、ご意見、ご質問等がご

ざいましたらお願い申し上げます。 

折井委員  傾向は変わっていないということで、やはり直営館が今、サー

ビスですとかいろいろな問題を抱えているということに変化 は ないの

だと思うのですけれども、担当部署としては、「その原因を分析し」と

ありますが、かなり詳細なレポートが運営状況報告書で上がってきてい

て、取り組んでもらいたいということで、もちろんそうなのですけれど

も、思いましたのが、例えばこちらの冊子の 44ページですね。「柿木図

書館」「レファレンスの充実」、「 OJT」「新人研修が重要である」だ
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とか、「お待たせしない」とか、「職場内研修を実施して、専門研修に

できるだけ参加していけるよう調整」ですとか、その次のページもやは

り同じくレファレンスのところに問題があって、「声かけをしましょう」

ですとか、「研修をしましょう」と書いてあるのですけれども、これは、

そもそもできるのかわからないのですが、中だけで研修をしてください

ね、上の人が、経験のある人がやってくださいねというのは普通の流れ

ではもちろんあるのですが、そもそもは、例えば区民の方が指定管理館

のところになれていたとしたら、直営館の方は、そちらの、ある意味サ

ービスが充実した図書館を知らないのでしょうか。要は何を目指してい

いか、もしくは管理職自身もどうしたらいいのかわからない状況であっ

たならば、恐らく中で研修をしてくださいねと言ってもあまり効果的で

ないのかもしれないと思うのです。直営館だとか指定管理館だとか業務

委託館だとか、あるのだと思うのですけれども、区民から見たら同じ図

書館であって、指定管理館のとてもすぐれた取組のところに見に行くだ

とか、もしくは非常にすぐれた研修をする力というのは、恐らく運営を

する力と、教え方というのはまた特殊なものがあると思いますので、研

修が上手な方に来てもらって、ほんの１週間でもいいので気づきを与え

てもらう、どうすべきなのかを教えてもらうとか、助けてあげてほしい

かなと思います。  

  恐らくこういった結果が出てくるたびに、直営館はまずい、どうにか

しなければという意識があるのだと思うのですね。その結果、サービス

は向上しているという、誤差の範囲でないサービスの向上もあるという

ことは、努力しているということだと思うのですね。ただ、そこがもう

少し上に行けないのは、もしかしから内部だけではきつい。直営館の人

は直営館を回っているのではないかと思うので、そのあたりのところで、

全部を見通すことのできる方、いわゆる区の方で助けをしていただきた

いなと。それがひいては区民の方の図書館の利用の満足度に直結します

ので、是非枠を取り払った形で、何か研修ですとか助けをしてあげてほ

しいなというふうに思います。努力をしていると思うので、よろしくお

願いいたします。  

中央図書館次長  今のご指摘につきましては、当然直営館も、各職場にお

いて OJTということはやっております。ただ、こういった結果が毎年の

ように出てきておりますので、やはりどこに問題があるのかということ
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をそれぞれの職場で分析するとともに、中央図書館などが、この指定管

理館や業務委託館なども含めまして、全ての区立図書館を対象とする研

修というものも取り入れてやってございます。  

  さらに、特にレファレンスのお話もございましたので、レファレンス

などにおいては、やはり読書案内ということですので、やはり聞かれる

傾向がどういう傾向なのか、あるいはどういう答えが一番望ましいのか、

こういったこともそれぞれの館ごとに情報交換ができるような形で、そ

ういった仕組みをつくりつつあるということで、館長会などを定期的に

行っておりますが、そういったところも含めまして情報交換を行いまし

て、今後の直営館のレベルアップも図っていきたいと思っておるところ

です。 

對馬委員  幾つか質問をさせていただきます。全体では、一生懸命努力し

ています、努力していますというのは端々に見えるなという気はするの

ですけれども、まず１つは、指定管理館と業務委託館でもう既に大分差

があるような結果になっているようにここに書かれているのですが、そ

れは会社的な違いなのか、それとも指定管理というやり方と業務委託と

いうやり方の特性によって、どちらかが成績がよくなることがあるのか

ということ、それから、こちらの冊子の40ページの中央図書館のところ

で、中央図書館が映画会をやっているのを存じ上げているのですけれど

も、これだけ、それこそ ICTだとかがいっぱい身近にあって、お家でも

レンタルビデオであるかわからないし、テレビの録画とかも見られるし、

それからパソコンやスマホなどでも見られるときに、「視聴覚ソフトを

活用した事業の実施」というところに「16ミリフィルムを上映できる職

員を養成していく必要がある」と書いてあるのですけれども、これは、

やはり今でも職員を養成してでもこれを実施していく必要があること

なのかなと、どうなのかな、今の時代でもそうなのかなと、これは素朴

な疑問です。 

  それから、「他機関との連携」の中で、「学校への支援回数」というの

が都の管理の報告に書いてありますけれども、「調べ学習資料の貸出」、

「ブックトーク等」、「職場体験」、「図書館見学」という切り口なのです

が、私は、もうこうではないのかなという気がしていまして、さっき折

井委員のご指摘にあったようなレファレンスとか、そういう部分での連

携、例えば、私は、ちょっと前に公共図書館職員に向けて、「公共図書館
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と学校図書館との連携」ということで講演をさせていただいたことがあ

るのですが、こういった古くて新しいテーマ、常にやはり課題があると

言われているのですけれども、要するに、公共図書館の方は、やはり学

校のことをあまりご存じない方が非常に多くて、資料の貸し出し回数は

増えていても、目当ては全然わかっていないものがたくさん学校にドン

と届くと、実はあまり使えないということもよくあるのですね。そのと

きにもワークショップで図書館の方にそこの図書館にある本をいっぱい

集めてもらったりするのですけれども、これを学校に持っていっても全

く使えないという資料をいっぱい集めてくる人が結構いまして、杉並区

の話ではないです。よそでやったときに。ですので、そういう部分の研

修であったり、それから情報交換であったり、やはり学校側からのリク

エストももっと上手にならなければいけないのでしょうし、図書館の方

も学校のことをもっとよく知らないと、そこのところはうまく回ってい

かない、冊数とかそういうことではないところの研修であったり連携で

あったり、そういうところを積み上げていただけるといいなと思います。 

中央図書館次長  幾つかご質問をいただきました。まず、指定管理館と業

務委託館の違いというところですが、それぞれ、やはりこういった図書

館を自治体から請け負っている事業者という意味では、同じような業者

が指定管理になったり業務委託になったりというところは、そういった

状況であることは変わりありません。ただ、指定管理館につきましては、

まず司書資格を持った職員が、必ず全業務時間中、６割以上必ずいなけ

ればいけないという縛りを区側でつくっております。また、業務委託に

つきましては、その点がやや緩いというか、５割程度ということになっ

てございます。また、指定管理館は、選書をするということについては

独自の判断で行っているところですが、業務委託館の方は、区の職員が

選書をしているというところの違いがございます。  

  いずれにしましても指定管理の方はやや自由度が高いというところで、

行事ですとか展示ですとか、こういったところにつきましてもノウハウ

を発揮しやすいところがあるかなと思っております。  

  次に 16ミリフィルムの件ですけれども、これは確かに、今、DVDですと

か、世の中の実態が変わってきておりますが、まだやはりこの 16ミリフ

ィルムを見たいという方も実際にいますし、それから貸してほしいとい

う貸し出しの依頼もございまして、確かに以前と比べれば件数などは減
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ってはきておりますけれども、まだそういったニーズがあることも事実

でございまして、 16ミリフィルムによる映画会などをやりますと、やは

りそのテーマによってはかなりの方が来られるということもございます

ので、まだニーズがあるのかなという感じは受けております。  

  それと、学校支援との関係でございますが、これはご指摘のとおり、

何年か前までは学校図書館に学校図書館司書がいなかったということも

ありますし、それから蔵書の数もその当時は少なかったと聞いておりま

すが、現在はかなり充実してきているということがございますので、公

共図書館とのかかわり方というのは当然変わってくる必要があるかなと

思います。そういった中で、公共図書館と学校図書館司書の間では定期

的に会合というか連絡会というものを設けておりまして、それぞれの場

を持っていることをそれぞれがかかわって、お互いに連携しやすいよう

な関係を今、つくっているところです。ご指摘のような、今までのただ

何冊貸したからというところだけにとどまらずに、内容的なところにつ

いても踏み込めるような形で今後運営をしていきたいと思っております。 

庶務課長  ほかいかがでしょうか。よろしいでしょうか。それでは報告事

項７番につきましては以上とさせていただきます。  

  以上で報告事項の聴取を終わります。  

教育長  それでは、冒頭に決定いたしましたとおり、ここからは非公開で

審議させていただきます。その前に、庶務課長、連絡事項がありました

ら、どうぞ。 

庶務課長  次回の教育委員会についてでございますが、２月 13日水曜日に

つきましては、区議会本会議開催中のため休会とさせていただきまして、

次回の定例会は、２月 27日水曜日午後２時からを予定してございます。

よろしくお願いいたします。  

  以上でございます。  

教育長  それでは、改めまして議案の審議を行います。庶務課長、お願い

します。 

庶務課長  それでは日程第１、議案第３号「杉並区学校教育職員の給与に

関する条例の一部を改正する条例」を上程いたします。  

  それでは、ご説明をさせていただきます。学校教育職員、いわゆる区

費教員の給与等に関しましては、都費負担教員と同等程度としてきたと

ころでございます。平成30年 10月 12日に東京都人事委員会は、職員の給
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与に関する報告・勧告を行いまして、有為な人材を確保する観点から初

任給を1,000円引き上げるため、給料表の初任層を引き上げて改定するな

どとされたところでございます。区では、これらのことを踏まえまして

慎重に検討を進めた結果、東京都の教育職給料表の改定に準じた改定を

行うことといたしました。このことに伴いまして、学校教育職員の給料

表の改定をする必要があるため、条例を改正するものでございます。  

  それでは改正の内容につきまして、ご説明いたします。議案の最後か

ら２枚目に添付しております資料をご覧ください。改正の内容でござい

ますが、東京都の教育職給料表の改定に準じて、給料表を改定するもの

でございます。また、施行期日は平成31年４月１日としてございます。  

  以上で説明を終わります。議案の朗読は省略をさせていただきます。  

  それでは、ただいまの説明につきまして、ご質問等がございましたら

お願いをいたします。よろしいでしょうか。  

教育長  特段、現状に影響するものはないのですよね。 

庶務課長  全くございません。  

  ほかにはいかがでしょうか。それではないようですので、教育長、議

案の採決をお願い申し上げます。  

教育長  それでは採決を行います。議案第３号につきましては、原案のと

おり可決して異議ございませんか。  

（「異議なし」の声）  

教育長  それでは異議がございませんので、議案第３号につきましては、

原案のとおり可決といたします。 

庶務課長  それでは日程第２、議案第４号「平成 30年度杉並区一般会計補

正予算第４号」を上程いたします。  

  それでは第４号、説明をさせていただきます。議案を２枚おめくりい

ただいて、補正予算概要の１ページ目をご覧ください。「歳入歳出予算」

でございますが、「事務事業名」の欄に記載の７事業について、「補正

額」の欄に記載の金額を減額補正するものでございます。いずれも本年

度の事業施行により実績として生じた予算の残額を補正するものでござ

いまして、総額で１億6,394万 6,000円となってございます。  

  まず、「幼稚園等就園奨励」及び「私立幼稚園等教育支援」について、

あわせてご説明をいたします。私立幼稚園の保護者へは、幼稚園等就園

奨励事業による補助金及び私立幼稚園等教育支援事業による補助金を交
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付することとしておりますが、補助金の対象となった園児の数が当初想

定していた園児の数よりも少なかったことから、実績に応じて減額を行

うものでございます。幼稚園等就園奨励におきまして 500万円を、私立幼

稚園等教育支援におきましては 6,500万円を減額するものでございます。 

  なお、「幼稚園等就園奨励」においては、補助金交付額の減額に伴っ

て国からの補助金についても減額となることから、特定財源も 300万円の

減額となるものでございます。また、私立幼稚園等教育支援においても

同様に東京都からの補助金が減額となることから、特定財源が 800万円減

額となるものでございます。  

  次に「学校人事・給与事務」についてでございますが、通学安全指導

業務の実績に応じた減額でございます。通学安全指導業務につきまして

は、想定される従事時間に基づき予算を計上しているところでございま

すが、実際の従事時間については天候や学校行事の都合等の変更による

ことから、実績に応じて2,500万円を減額するものでございます。  

  次に「情報教育の推進」についてでございますけれども、パソコン室

のパソコン及びタブレットパソコンの入れかえに当たり、当初予定額よ

りも低い金額で入札が行われたことに伴い、4,200万円を減額するもので

ございます。 

  次に「小学校の移動教室」についてですが、富士学園への移動教室の

際のパスの借り上げ料について、当初予算よりも低い金額で入札が行わ

れたことに伴い、900万円を減額するものでございます。  

  最後に「富士見丘小・中学校の改築」について、小学校費及び中学校

費をあわせてご説明をいたします。富士見丘小学校及び富士見丘中学校

の今後の一体的な整備に当たり、必要となる地盤調査につきまして、平

成30年度中に実施する可能性があったため、そのための経費を計上して

いたところでございますが、平成30年 12月に策定をいたしました改築基

本計画を踏まえて、地盤調査は平成 31年度から進める基本設計及び実施

設計にあわせて行うこととしたことから、平成 30年度中に地盤調査を実

施する必要がなくなったため、経費 801万 1,000円をそれぞれ小学校費、

中学校費から減額するものでございます。  

  また、富士見丘小学校と富士見丘中学校の一体的な整備に当たり、区

が購入した企業用地と現在の富士見丘中学校との間を通る区道のつけか

えを行う場合に、交通実態調査を実施することとしておりましたが、改
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築基本計画においては、区道のつけかえを行わない案を目指すべき案と

したことから、交通実態調査を実施する必要がなくなったため、その経

費96万 2,000円を、それぞれ小学校費と中学校費から減額するものでござ

います。このことにより、地盤調査の経費、交通実態調査の経費の合計

897万 3,000円をそれぞれ小学校費と中学校費から減額するものでござい

ます。 

  次に、２ページ目をお開きください。教育費の総額を記載してござい

ます。今回の補正により１億6,394万 6,000円を減じまして、補正後の教

育費の総額は185億 3,809万円でございます。なお、特定財源のうち、国・

都支出金につきましては 1,100万円を減じまして、補正後の総額は 12億

9,076万 4,000円でございます。  

  以上が歳入歳出予算についてでございます。  

  続きまして、債務負担行為の補正についてご説明いたしますので、議

案を１枚おめくりいただき、３ページをご覧ください。区立学校におき

ましては、学習環境のさらなる向上を図るため、児童・生徒の暑さ対策

をより一層進めることとし、体育館の空調設備の設置を順次進めること

といたしました。まずは平成31年の夏までに、小学校４校、中学校３校

の体育館に空調設備を設置したいと考えており、設置工事に要する経費

について、平成31年度までの間、債務負担行為の限度額を新たに設定す

るものでございまして、小学校におきましては、１億 4,400万円、中学校

におきましては、１億1,200万円をそれぞれ限度額として設定するもので

ございます。 

  以上で補正予算の説明を終わります。議案の朗読は省略させていただ

きます。 

  それでは、ただいまの説明についてご意見、ご質問がございましたら

お願いをいたします。  

對馬委員  補正予算そのものについては全然これで構いません。１つだけ、

富士学園移動教室の入札で、バスの借り上げ料が下がったと伺ったので

すけれども、長距離バスの事故のこととかいろいろ聞いていますと、や

はり安全第一の中でお安いところというのでお願いしたいなと思いま

す 

学務課長  そういった安全面を考慮して、仕様を整理して入札にかけてお

ります。値段というのもあるかもしれませんけれども、きちん考慮して
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事業を進めていきたいと思います。  

庶務課長  ほかによろしいでしょうか。それではないようですので、教育

長、議案の採決をお願い申し上げます。  

教育長  それでは採決を行います。議案第４号につきましては、原案のと

おり可決して異議ございませんか。  

（「異議なし」の声）  

教育長  それでは異議がございませんので、議案第４号につきましては 、

原案のとおり可決といたします。 

庶務課長  それでは日程第３、議案第５号「平成31年度杉並区一般会計予

算」を上程いたします。  

  それでは、議案第５号についてご説明をさせていただきます。まず、

予算編成に当たっての基本的考え方についてご説明いたします。  

  まず第１点目は、安全と安心を向上させるための経費についてでござ

います。平成30年度は大阪府北部地震や西日本を襲った豪雨など大規模

災害が多発するとともに、記録的な猛暑により区民の安全・安心が脅か

された年でした。区民の生命と財産を守ることは区民福祉の向上の礎で

あることから、区立学校における児童・生徒の暑さ対策をより一層推進

するため、空調設備の設置を加速化させるための経費を盛り込むなど、

区民の暮らしの安全・安心の向上に資する取組について、重点的に予算

措置を行いました。  

  第２点目は、総合計画・実行計画等の取組に要する経費でございます。

平成31年度は、昨年11月に改定した総合計画の最終段階「ジャンプ」の

期間に突入する非常に重要な年でございます。そのため、各施策の目標

達成に向け、取組を加速化させていかなければならない事業、引き続き

成果を伸ばしていくべき事業などについて必要な経費を計上することと

し、区立学校へのタブレットパソコンの導入の拡大をするための経費な

どを計上いたしました。  

  ３点目は、将来にわたる財政の健全性の確保についてでございます。  

  この間の政府の経済見通しや景気の動向を踏まえると、特別区民税等

の歳入は前年度以上と見込んではおりますが、この間、保育関連経費や

学校を初めとする施設整備の経費は増大してきております。そのため、

足元の行政需要にしっかりと答えつつ、新たな行政需要にも将来にわた

って迅速・的確に応えていくため、区民ニーズ等を踏まえて適切に事業
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のスクラップ・アンド・ビルドを行うなど、財政の健全化を確保した予

算といたしました。  

  以上が予算編成の基本的な考え方でございます。なお、「平成 31年度

予算編成に関する基本方針」につきしては１ページから４ページに記載

してございますので、後ほどご覧いただければと思います。 

  次に、予算の具体的な内容についてご説明いたしますので、５ページ

をご覧ください。こちらは、一般会計全体の財政計画になってございま

す。 

  続いて、６ページは教育費における歳入予算でございまして、教育費

の総額は、59億 3,792万 6,000円となってございます。前年度と比べます

と、３億4,000万円余、率にして６％の増となっております。これは、桃

井第二小学校の改築事業がおおむね完了を迎えることに伴い、補助金等

の国庫支出金や特別区債が減額となる一方、高円寺地区の小中一貫教育

校の施設整備や中央図書館の大規模改修を実施するため、施設整備基金

からの繰入金の増加や小中学校体育館の空調設備の設置に伴う諸収入等

が増額となったことによるものでございます。  

  次に、７ページは、一般会計歳出予算の款別集計でございます。区全

体では1,888億 6,000万円余でございまして、前年と比較して 89億円余、

率にして５％の増額予算となっております。このうち第７款の教育費の

総額は、198億 3,203万 2,000円でございます。前年度比12億 7,000万円余、

率にして6.8％の増額となっておりますが、この主な要素は、高円寺地区

の小中一貫教育校の建設及び中央図書館の改修のための事業費の増にな

ってございます。 

  このページの下の表には、教育費の経費別内訳を記載してございます。

そのうち新規・臨時事業につきましては、前年度比で約 4.4倍。この主な

要素は、学校における働き方改革の推進のための経費や高円寺地区の小

中一貫教育校の開校に向けた準備経費の増大でございます。  

  また、投資事業につきましては９億2,400万円余と、率にして6.8％の

増額でございますが、この主な要素は、中央図書館の改修が始まること

に伴う経費及び高円寺地区の小中一貫教育校の施設整備経費に加えて、

学校体育館への空調設備の設置を進めるための経費となってございます。 

  次に８ページは、新たに設定する債務負担行為についてでございます。

富士見丘小学校及び富士見丘中学校の設計などについて、いずれも平成



 

 33 

32年度までの期間、それぞれ記載の額を限度額として設定するものでご

ざいます。 

  次に９ページは、地方債についてでございます。引き続き高円寺地区

の小中一貫教育校の施設整備について地方債を発行するほか、新たに永

福図書館の移転改築および中央図書館の改修について、記載の額を限度

として地方債を発行するものでございます。  

  次に、10から 11ページは教育費の事業別一覧でございますが、事業を

前年度対比で掲載しております。星印のついているものが新たに計上す

る新規事業となっています。10ページの15番については、学校における

働き方改革の推進に関するものでございます。当初予算については今回

が初めての計上となりますが、平成 30年度の補正予算で既に取組を開始

しているものでございます。  

  続いて31番及び33番は、９月に（仮称）就学前教育支援センターが開

設されることに伴い、同センターの運営管理等に関する経費を新たに計

上するものでございます。この（仮称）就学前教育支援センターは、区

内全ての就学前教育施設に対する教育的支援を総合的・一体的に展開す

る拠点として整備するもので、開設後は新たに発達障害児等に対する巡

回支援を開始するなど、関係機関と連携しながら就学前教育のより一層

の充実を図ってまいります。  

  次に、11ページをご覧いただきたいと思います。 48番でございます。

老朽化している杉並第二小学校の改築に向けた経費を、78番については、

同じく老朽化している社会教育センターの改修に向けた経費を新たに計

上しております。  

  次に教育費の主な事業内容について、12ページ以降の資料になります。

まず、12ページに記載のものは、新規・臨時事業でございます。上から

２番目の「学校における働き方改革の推進」については、教員の意識改

革を図るためのタイム・マネジメント研修などの経費を計上しておりま

す。なお、この事業につきましては、全額東京都からの補助金により賄

われるものでございます。このほか、高円寺地区の小中一貫教育校の開

校準備経費などを計上してございます。 

  次に、13ページをご覧ください。ここからは投資事業になります。 

  一番上の「（仮称）就学前教育支援センターの整備」では、９月の開

設に向けた建築工事を計上しております。  
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  次に、上から３番目の「小学校空調設備整備」についてでございます。

この間、学校教育環境の向上を図るために普通教室及び特別教室への空

調設備の設置を進めてまいりましたが、児童・生徒の暑さ対策をより一

層進めるため、平成30年度に創設された東京都の補助金を有効に活用し

ながら、今後区立小・中学校の体育館へも空調設備を順次設置していく

こととし、平成31年度は小学校13校に空調設備を設置してまいります。

なお、空調設備の設置につきましては、中学校においても進めてまいり

ますので、15ページの一番上をご覧ください。中学校におきましては、

この間進めてきた特別教室への空調設備の設置をさらに進めることとし、

平成31年度は16校の美術室への設置を行います。また、小学校と同様に

体育館への空調設備の設置を進めることとし、６校分の経費を計上して

ございます。 

  次に、14ページにお戻りいただきまして、下から２番目の「杉並第二

小学校の改築」をご覧ください。老朽化している杉並第二小学校につき

ましては、昨年改定された杉並区実行計画等に基づき、今後改築を行う

こととしており、平成31年度は、改築に向けた測量や設計のための経費

を計上しております。  

  次に 15ページの下から２番目をご覧ください。「社会教育センターの

改修」についてでございます。社会教育センターにつきましては、老朽

化が進んでいることから、今後、改修が必要となっており、平成 31年度

は、改修に向けた設計のための経費を計上しております。  

  次に、16ページをご覧ください。「中央図書館の改修」についてでご

ざいます。中央図書館につきましては、平成 29年８月にまとめた改修基

本計画に基づきまして、平成31年度は改修工事に着手いたしますので、

そのための経費を計上してございます。 

  以上が、投資事業でございます。  

  次に、17ページからは、主な既定事業でございます。まず、 17ページ

の上から３番目、「地域運営学校等推進」では、平成 33年度の全小中学

校指定を目指し、平成31年度は新たに地域運営学校３校の指定に向けた

取組を進めてまいります。  

  また、一番下の「特別支援教育」では、高円寺地区の小中一貫教育校

に新たに特別支援学級を増設するなど、特別な支援を必要とする児童・

生徒への支援の強化を図ります。  
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  次に、18ページの一番上の「国際理解教育の推進」では、新学習指導

要領を踏まえ、小学校における外国語の教科化等に対応するため、引き

続き外国人英語指導助手及び日本人英語指導助手を配置するための経費

等を計上してございます。 

  また、その１つ下、「情報教育の推進」では、タブレットパソコンの

配備拡大など、学校のICT活用環境の充実のための経費を計上してござい

ます。 

  次に、19ページの上から２番目、「就学前教育」では、幼保小連携を

一層推進するため、幼保小連携推進校を小学校全校に拡大いたします。

また、区内の就学前教育施設の保育者を対象とした研修について、幼児

期の特別支援教育に関する内容の充実を図ります。  

  同じく19ページの下から２番目の「小学校就学諸援助」についてです

が、現在、入学後の７月に支給している小学校入学準備金について、平

成32年度入学者からは入学前の３月への前倒しをして支給することとし、

そのための経費を計上してございます。 

  次に、20ページ一番下の「郷土博物館の運営管理」についてでござい

ます。平成31年度に、郷土博物館は開館30周年を迎えることとなります。

これを記念した特別展として、昭和前期に内閣総理大臣を３度務めた近

衞文麿が設立した歴史資料館、「陽明文庫」に所蔵される名品の展示を

行います。 

  以上が主な既定事業でございます。  

  次に、22ページをご覧ください。施設整備等の工事費等への特定財源

の充当状況の一覧でございます。学校施設の整備に当たりましては、国

や東京都からの支出金を最大限に活用しつつ、施設整備基金からの繰り

入れや特別区債からの充当により、一般財源の負担を軽減することとし

ているところでございます。一覧に記載の事業の工事費等の合計 59億

8,600万円余のうち、約86％に当たる51億 7,900万円余を特定財源で賄う

こととしており、その結果、一般財源からの支出は８億600万円余として

いるところでございます。  

  次に、下の段をご覧ください。こちらは、次世代育成基金からの充当

状況でございます。ウィロビーへの中学生海外留学事業など３事業の子

どもに関する経費 2,500万円余のうち、約48％に当たる1,200万円余を次

世代育成基金からの繰り入れで賄うこととしてございます。 
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  最後に、23ページは、これまでの既に設定済みの債務負担行為につい

てのこの間の支出額等の状況についてでございます。指定管理制度によ

る図書館の管理運営経費のほか、高円寺地区の施設一体型小中一貫教育

校の建設、（仮称）就学前教育支援センターの整備等の経費に加え、小

中学校の体育館への空調設備の設置について、債務負担行為の限度額、

設定期間、支出見込等を記載してございます。  

  以上で、一般会計予算の説明については終わります。議案の朗読は省

略させていただきます。  

  それでは、ただいまの説明につきまして、ご意見、ご質問がございま

したらお願いをいたします。  

  いかがでしょうか。よろしいでしょうか。  

  それでは、教育長、議案の採決をお願いいたします。  

教育長  それでは、採決を行います。議案第５号につきましては、原案の

とおり可決して異議ございませんか。  

（「異議なし」の声）  

教育長  それでは異議がございませんので、議案第５号につきましては 、

原案のとおり可決といたします。  

  それでは、以上で本日予定しておりました日程は、全て終了いたしま

した。本日の教育委員会を閉会いたします。  


